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1　まえがき

情報化社会の進展にともない，文科系の大学や

短大にも情報科学の学問分野が取り入れられるよ

うになった。教養課程における一般教育科目とし

ての情報科学だけでなく，専門教育を行う学部や

学科も新設されつつある。それらは，経営情報学

部や国際情報学科などと呼ばれ，応用としての情

報処理教育が行われている。また，静岡県立大学

短期大学部の文化教養学科や本学の教養学科のよ

うに，情報科学研究室がその学科の一幕座として

設置されているところもある。

昭和63年に新設された本学教養学科は，社会科

系の学問を中心にした文科系学科であ・るが，その

中に唯一自然科学に属する情報科学を取り入れて

いる。情報科学は新しい分野であるため，その幕

義や演習の一般的な内容・方法はいまだ確立され

ていない。そこで∴本学科における情報科学の誇

義や演習がどうあるべきかについていろいろ検討

した。誇義としての情報科学一般については既に

文献（1）で述べたので，ここでは，「情報処理演習」

についてその技術的・社会的背景を考察し，本学

科における情報処理教育の基本方針を示す。さら

に，実際の演習を通して気のついたことも述べて

おく。

2　技術的・社会的背景

本学科における情報処理教育を考える上で考慮

することがらとして，情報機器の現状，行政指

導，情報関連学会の動向，全国の短大での現状，

高校までの情報教育，企業からの要望，教養学科’

内での位置付け；などが考えられる。このうち，

関連の深い3点－パソコソの現状，高校での情報
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教育，企業からの要望一について考察する。

2．1パソコンの現状

現在，さまざまな情報関連機器が次々に出現

し，その急激な移り変わりほ過去に例を見ない。

これらの情報関連機器の中心となるものは，汎用

コソピューターやマイクロコソピューターの応用

システムで，単体（スタソドアロソ）としてある

いはネットワークの構成要素として使われてい

る。ここでは，本学科の演習室に設置されている

パソコソについて，その技術的現状を簡単に述べ

る。

このユ0年間の／くソコソの進歩は驚異的であり，

これについては文献（功，（3）に詳しい。初期のノミソ

コソほいまっゆるBASICマシソであり，専門的

には8ビットパソコソと呼ばれる。作成したプロ

グラムやデータファイルは，カセットテープに記

鎗していた。一般のユーザーがBASICで実用

的なプロ‾グラムを作るのはむずかしく，処理速度

も満足のいくものではなかった。あくまでも専門

家やマニアのホビー用であったといえる。

16ビットのパソコソが開発されると事情は一変

した。たくさんの応用ソフトが開発され，それら

のほとんどはMS－DOSという　OS（オペレー

ティソグ・システム）の管理下で動作するように．

作られている。ユーザーは，もはや自分でプログ

ラムを組むのではなく，使用日的にあらた応用ソ

フトを使えばよい時代になった。応用ソフトはノミ

ソコソを特定の機械に変身させるもので，ワード

プロセッサ用のソフトを使えばパソコソがワープ

ロになるし，データベース用のソラトを使えばデ

ニー夕べ1スに．なる。このよ　うなMS－DOS　マシ

ソという意味では，FORTRANやCOBOLなど
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のプログラミソグ言語も応用ソフトの一つとして

扱われている。

応用ソフトが何首何千と開発されたが，優れた

ソフトはほんのひとにぎりである。いわゆるビジ

ネスソフトまたはOA（オフィスオートメーショ

ソ）ソフトと呼ばれる日本語ワープロ，表計算ソ

フト，データベースが最も広く使用されている。

ビジネスソフトとしてほ，日本語を扱えるように

なったことに最も大きな意味がある。日本語はカ

ナと漢字の渡合文で，漢字の種炉は数千数万にの

ぼる。このため，効率的な入力の仕方が長らく模

索されてきたが，ようやくローマ字カナ漢字変換

とよばれる方法に落ち着き，今日では標準的な入

力方法としてほぼ定着した。文字のパターソを点

の集合としてディジタルに記憶しておく漢字

ROMが開発され，ディスプレイやプリソクーに

高速で出力できるようになったことも日本語が扱

えるようになった大きな要因である。

メイソメモリの記憶量が増大し，いろいろな処

理系の実行が可能になったことや，フロッピーデ

ィスクが大容量のファイルを扱えるようになった

ことなども，／くソコソを実用にたえうる道具にし

たといえる。ただし，問題点もいくつか残されて

いる。あとで述べるVDT作業上の健康の問題

や，ソフトの互換性の問題などである。また，ビ

ジネス用に開発されたものを，そのまま教育に用

いるのが適当かどうかあまり議論されていない。

いずれにしても，プログラムを組まなくても使え

るOAソフトが開発されたことと，パソコン上で

日本語が扱えることが，短大文科系学科での情報

処理演習を実際的なものにしている。

2．2　長野県内高等学校における情報処理教育

一般に，大学や短大における教育は，高校まで

の教育が土台になっている。とくに，英語や国語

のような基礎科目は，高校までの教育で一定の学

力が保証されており，その上に積み重ねられる教

育がなされる。しかし，情報処理のように基礎秤

目として位置づけられていないものについてをも
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その実情を見定める必要がある。本短大の学生

は，長野県内の高校の出身者が過半数を占めてい

るから，とりあえず県内の高校における情報処理

教育の現状について調べてみた。

県下の高等学校における情報処理教育について

は，長野県産業教育セソターが実態を把痘してい

る。そこでは，毎年，各高校にアソケート調査を

行っており，「情報機器教育方法に関する研究報

告菩」（文献4）として情報処理教育の現状をま

とめている。それによると，職業系（工業，商

業，農業）の高校では，ほやくから情報処理教育

が取り入れられてきたが，普通高校では立ち遅れ

ている。しかも，いわゆる進学校ではほとんど行

われていないのが現状のようである。進学校で

は，大学受験対策で精一杯であり，とても情報処

理教育を盛り込む余地はないようである。本短大

の学生は，いいわゆる進学校の出身者がほとんど

であるから，いまのところ情報処理教育は受けて

いないと考えて良い。

情報化に対応する教育の基本方針や学校教育で

のあり方について，文部省が本腰を入れて指導を

始めたのは，昭和60年からである。昭和60年3月

の社会教育審議会の報告書「教育におけるマイク

ロコソピューターの利用について」や，昭和62年

12月の教育課程審議会の答申をみると，小学校

から高校までの情報教育については，かなり横板

的にコソピューター教育を取り入れる方針をうち

だしている。さらに，平成元年3月の新指導要領

では，中学，高校における選択領域の科目として

情報関連科目が新設されるに至った。これを受け

て，県内の小中高校へのパソコソ導入が加速さ

れ，情報処理教育も急速に進展する可能睦もある

ので，その動向にはたえず注意を払い，柔軟に対

応していく必要がある。

2．3　企業からの要望

情報処理演習については，本学科の卒業生が就

職したとき，少しでも役にたつ（あるいはそう感

じる）ような教育を考えるのは当然であろう。そ
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れには，企業（事業所）からの要望にも耳を懐け

る必要がある。企業といっても一様に情報化が進

んでいるというわけではなく，いろい＿ろの事情に

よって，情報機器の導入およびその効率的な活用

の進んでいないところも多い。しかし，今後次第

に変わりうると思われるので，卒業生の追跡調査

なども行って，企業ニーズを定期的に把捜してお

く必要がある。

教養学科新設にともなうアソケート調査は，本

短大と県の広報文事課が，商工部の協力を得て，

県内の企業を対象に昭和61年7月に行っている。

これは，社会（企業）が望む人材についての調査

で，調査対象企業の1，270社のうち有効回答をよ

せたのは650社であった。資料としては少し古い

が，広報文書課の許可を得て，このアソケート資

料の情報に関する部分だけを取り出してみた。有

効回答650社のうち，教養学科卒業生の採用を考

えると回答した亜5社について，情報処理に関連

する「採用を考える職種」，「OA敷詰の必要な知

鼓・技術」という27ソケート項目に着目してみ

た。

問1　本学科の学生を採用する場合の採用予定職

種（複数回答可）

1受付・案内，2　秘事，3　庶務・管理事務

4　経理事務，5　営業事務，6　セールス，7

企画・編集，8　プログラマー等，9　技能職

（工員等），10　その他

聞2　本学科の学生に要求されるOA機器の知

識・技術

1　ハードウェアに対する基泰知識があり，

COBOLやBASICでプログラミソグでき，機

器を自由に操作できる。

2　簡単なプログラムを作成し，それを活用して

磯器を操作できる。

3　0A機器の操作が一応でき，枚器に対しての

知識がある。

4　ワープロなどOA横器を操作したことがあ

る。
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図1職種別採用予定数

図2　0A磯辞の知識・技術

5　全く知識がなくてもよい。

アソケートの各項目の解釈のしかたは回答者に

よってまちまちであろうが，大まかな債向は読み

取れる。問1の回答は，庶務・管理事務，経理事

務，営業事務の3つが多かった（図1）。また，

間2の回答は2と3が圧倒的に多かった（図2）。

このことから，本学科の出身者に対し，職種とし

てはオフィスにおける一般事務を，知識・技術と

してほ簡易言語を使いこなせる程度のものを望ん

でいるといえる。

なお，問2の2と3だけに着目して，これをお

おまかに製造業と非製造業に分けて調べてみる

と，製造業では2が121社，3が114社，非製造業

では2が46社，3が76社であった。このことか

ら，製造業の方がより応用のきく使い方を望んで

いるといえる。

3　本学科の情報処理演習

情報処理演習室には，NECのユ6ビットパソコ

ソのPC－9801tJVが22台設置されており，これは

学生2人に1台の割合である。すべて単体（スタ
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ソドア中ソ）で使用し，LANは組んでいない。

履修科目は1年次の演習1（必修）と2年次去演

習2（選択）があり，それぞれ通年で2単位であ

る。現在行っている演習の内容は，

演習1：「一太郎」を使った日本語ワープロ演習

（前期），表計算ソフトの「LOTUS1－2－3」を使

ったデータ処理（後期），

演習2：MS－DOSの基礎，カード型データベー

ス「NINJA」を使ったフアイリソグ，BASICプ

戸グラミソグ入門，その他である○

以下では，3．1で演習の全体的な方針を述べ，

3．2，3．3でOAソフトの日本語ワープロ，表計

算とデータベースを説明する。さらに，付随的で

はあるが重要な関連事項として，ファイルと記憶

の概念，VDTと環境についてそれぞれ3．4，3．5

で述べる。

3．1演習の方針

本学科における情報処理演習の第－の基本方針

は，OA関係の応用ソフト（OAソフト）を使い

こなすことであり，－プログラムを組むことではな

い。いわゆるコソピューター・リテラシー教育と

呼ばれるものに近い。OAソフトは，日本語ワー

プァ，表計算ソフト，データベースの3種額に分

けられ，これだけで事務処理にともなう基本的な

全てのコソピューター処理が可能といわれてい

る。前章で述べたように，本学科の学生は技術的

にも社会的にも，このOAソフトを学ぶのが妥当

であると考えられる。実際，事務処理に用いられ

るプログラミソグ言語のBASICやCOBOLを

使って，実用的なプログラムを組む力を身につけ

るのは，時間的にも困難である。ただし，選択科

目の演習2ではBASICプログラミソグも取入

れ，論・理的な思考の訓練を考えている。

演習1ほ必修であるため，学生全員が習得でき

る程度の内容でなければならない。入学時点では

全員を初心者とみなして差し支えないから，まっ

たくの初歩から始めればよいが，そのとき／く？．コ

ソというキカイに対する拒絶感を植え付けないよ
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うにしたい。一般に文科系の学生は，梯裸的なも

のや論理的なものになじみにくいといわれている

が，本学科の学生がどの程度まで適応してくれる

か興味のもたれるところであった。／くソコソ演習

は，ピアノの練習と同じで授業の時間だけやって

もあまり上達しない。あいている時間にはなる

べく演習室に来てパソコソに触れ，慣れ親しむこ

とが大切である。それには，少し多めのレポート

を課して，決められた期日までにきちんと投出さ

せるようにする。演習1の後期からは，学生がマ

ニュアル（取扱説明書）を調べてなるべく自分で

間窟点を解決するように持って行きたい。情報処

理に限らないことであるが，自分でなんとか問題

を解決しようとする気持ちを育てることが大切で

ある。情報処理技術の習得は個人の適性が麒著に

現れるものといわれるが，OAソフトのレベルで

は，多少時間がかかっても努力によってだれもが

習得できると考えている。

演習2ほ選択であり，演習工の経験からある程

度やれそうだと感じた学生が受証しているとみな

して，OAソフトについては少し大きなテーマに

取り組ませる。たとえば，アソケートの集計，人

名録データベースの作成，入試処理などである。

これらは，非常に実践的で役に立つものである。

しかも，ソフトの使い方はすべて学生が独自に理

解していく。与えられたテーマの解釈の仕方に自

由度をもたせ，個人の工夫を尊重する。また，

MS－DOSを学ぶことでパソコソソフトの理解を

深軌　柔軟な使用方法を習得する。BASICによ

るプログラミソグ演習では，とくにグラフィック

梯能の利用で視覚に訴えるようにし，OAソフト

では不可能な処理についても考えていく。さ；ら

に，後期のBASICでは統計処理やデーター解

析を取り上げ，意欲的な学生は実践的な手放も習

得できる。グ～レープで作成したものについては，

学生が発表の磯会を持ったり，簡単に製本して保

有することを考えている。

3．2　日本語ワープロ
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日本語ワープロが使えることは，いまやどの職

場においても常識になってきており，OAソフト

の準衛としても日本語ワープロ教育がぜひとも必

要である。本学科においては，情報以外の科目で

も日本語ワープロソフトの一太郎を使ってレポー

トを作成させることが多い。2年間の訓練忙よっ

て相当使いこなせるようになり，教育効果の大き

いものである。

ワープロの基本はまずタイピソグである。1コー

マ字でもカナでも自分の好きな方法で入力すれば

よいが，できれば両手を使ったプライソドタッチ

が望ましい。最初は，ワープロの持つ基本的な横

能を理解し，ゆっくりでも正確に打てることをこ

ころがける。基本的な機能とは，文字入力，文書

ファイルの管理，印刷，罫線などである。学生の

レポートにたいしては，文字のまちがいほもとよ

りレイアウトにとくに注意する。印刷の機能に付

随しているイメージ表示やレイアウト表示を使っ

て，与えられた紙の大きさにたいする印字のバラ

ソスを考えるようにする。なお，ワープロ検定を

めざすには，パソコソソフトとしてのワープロよ

りも専用磯を使うべきである。実際，機能を限定

し高速処理のできる専用磯にあわせて，検定の水

準が高くなってきている。

日本語ワープロ教育の最終目標は，自分の報告

書や論文を作成するとき，知的生産の道具として

活用できることである。レイアウトを考えてきれ

いた清書するだけでは，ワープロの能力を十分に

使いこなしているとはいえない。手書きの原稿を

清春する目的で使うのではたく，画面を見ながら

直接作成していくのがワープロ本来の使い方であ

る。はさみや糊を使わなくても，文の切り粘りや

言葉の修正が自由自在にできることにワープロの

特徴がある。そのために，一太郎では文の移動や

コピーはもちろんのこと，ウィソドゥの横能によ

って文書ファイルの結合ができるようになってい

る。また，「花子」というソフトで作成した図形

を鼠み込んで，図入りの文事も作成できる。ただ

し，このレベルまでの教育を演習の時間内に行う

のはむずかしい。情報以外の科目のレポートをや

ることによって次第に身についていくものと考え

ている。

3．3　表計算とデータベース

パソコソのいろいろな使い方で，わが国で圧倒

的に多いのはワープロとしての利用である。しか

し，これだけではコソピューター本来の能力を十

分に生かして使いこなしているとはいえない。コ

ソピューターのすぐれた能力は，数値計算やデー

ターの検索・分類などにおいて発揮されるもので

ある。計算や検索・分類の機能をパソコソに取り

入れたのが表計算ソフトやデータベースソフトで

あり，これらのソフトが開発されたことで，パソ

コソの有用性論議に終止符を打ったといわれる。

′くソコソの持つ計算の磯能を拡張したものが表

計算ソフトである。これは，メモリー上に設定さ

れた電子の紙（スプレッドシートとかワークシー

トと呼ばれる）を使って，いろいろな計算値がた

だちに得られるというものである。最初に開発さ

れたVISICALCはまさに電卓の拡張であり，そ

の後MULTIPLAN，LOTUS1－2－3と発展して

きた。本演習で取り入れているLOTtTS1－2－3に．

は，グラフ表示機能や々クP梯能それに若干のデ

ータベース磯能が付加されており，いろいろな用

途に利用できる。たとえば，別報「LOTUSL2－

3による入試処理」参照。

データベースというと，ふつうキャブテソシス

テムや文献検索に用いられているようなオソライ

ソデータベースを意味する。大型コソピューター

の磁気ディスクに大量の情報が構造化されて格納

されており，通信回線を利用して取り出せるよぎ

になっている。／くソコソのデータベースも考え方

は同じであるが，規模が非常に小さく，個人用デ

ータベースとよばれる。カード型とリレーショナ

ル塾の2つのモデルが提案されており，目的に合

ったものを使用する。本演習では，単純な構造を

持つカード型データベースを取り入れている。こ
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れほ，ふつうのカードをイメージしたもので，名

刺や年賀状の整理にはじまり，学生の成績管理，

卒業生名簿などに使われる。カード間の集計や検

索，カードの入れ替えなどを容易に行うことがで

きる。

表計算ソフトやデータベースソフトがビジネス

用に使われるには，漢字の扱えることが最低条件

である。日本語ワープロソフトのカナ漢字変換シ

ステムの部分だけが独立して，日本語フロソJエ

ソドまたはフロソトプロセッサーとよばれるソフ

トになり，これがビジネスソフトの日本語入力に

適用されている。このことからも，演習ではまず

日本語ワープロをやり，そのうえで表計算やデー

タベースを行うのがよい。ただし，効率的な演習

を行うためには，入力ソフトを統一しておく必要

がある。本演習では一太郎を用いてワープロ演習

をしているから，日本語入力はATOK6　という

フロソトプロセッサーであり，学生はまずこれに

慣れてしまう。したがって，引き続いて学習する

LOTUSト2－3やNINJA（本演習で用いているカ

ード型データベース）の入力にもATOK6を使用

すべきである。

3．4　ファイルと記憶の概念

応用ソフトを使うだけのレベルでは，制御機械

としてのコソピューターの仕組みを理解する必要

はないが，ファイルおよびその記憶に関する概念

的なことは知る必要がある。これらは，応用ソフ

トといえどもハードから完全には独立できない部

分で，ユーザーにとってほ検器操作の基本にな

る。入門段階では，応用ソフトのなかで作ったフ

ァイルの基本的な取り扱いができればよい。この

ファイルとは一太郎で作った文書ファイルや，

LOTUS1－2－3で作ったワークシートファイルの

ことであり，ファイルの取り扱いとほ，呼び出

し，保存，削除，一覧表示などである。

ファイルは一時的な記憶装置である本体のメモ

リー（内部メモリー）上に作成され，ふつうそれ

に名前がつけられてフロッピーディスク（外部メ
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をリー）に保存される。そのファイルを修正する

には，再び本体のメモ▼リー上に呼び出し，エディ

ターの機能を使って画面を見ながら修正し，それ

をフロッピーディスク内のもとのファイルに上蕃

する。このとき，呼び出しや保存という操作が，

いわばファイルのコピーであって，同じものがそ

れぞれのメモリーに一時的に共存することにな

る。このようなファイルの操作に関する記憶場所

の性質や役割を明快に理解する必要がある。

ファイルの概念およびその記憶の仕組みは，説

明を聞いたり本を読んだりしただけではなかなか

理解しにくい。パソコソを使い込んでいくにした

がって次第に身について来るものであり，慣れる

までに一定の期間が必要である。ときどき，ミニ

アソケートを行い，学生の理解度をチェックする

とともに，そのアソケート資料を蓄積していき，

今後の教育に役立てたいと考えている。

3．5　VDTと環境

VDTは，Video（VistlaD Display Termi－

nalの略である。コソピューターが導入されるよ

うになってから，VDTを長時間使用したときの

健康上の問題点がいろいろと指摘されている（文

献5）。例えば，目の疲れに始まる視力の低下や

頭痛・肩こり，精神的なイライラといったものか

ら，マイクロ波（VDTから放射される波長の短

い電磁波）による人体の染色体や受精卵への影響

などである。しかし，生体にかかわる問題である

から，個々の特性が多様で，統一的な因果関係は

兄いだされていない。

本演習を行うときの限精疲労匠たいする予防対

策として，演習室内を均一の明るさにする，反射

光に注意する，姿勢をよくするの3点を考えてい

る。明暗の差は目を疲れさせる大きな要因である

から，演習室の窓，机上の書類，画面の明るさの

差を少なくする。具体的にはプライソドを下げて

室内を暗くし，室内燈で明るさを調整する。さら

に，ディスプレイについているCONTとBRIG－

HTのつまみを調節して，画面上の文字と背景の
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明暗の差も少なくする。（ディスプレイは白地に

黒文字のものと，黒地に白文字のものがあるが，

どちらが良いとの結論は出ていない。白い部分

は，ブラウソ管のスクリーソに塗布された螢光体

に，加速された電子が衝突して発光しているとこ

ろである。白地に黒文字は，ふつうの書嬢と同じ

イメージであるが，発光している部分が多くな

る。日に見えるもののほとんどは反射光であり，

発光体そのものを見ることは希である）。

本演習室のディスプレイ　PC－KD854は，スク

リーンとフィルターの二重の反射があり，この反

射光が昌を疲れさせる。自分の背後や服装の色に

も左右される。パソコソはふつう本体の上にディ

スプレイを乗せているが，PC－9801TJV2は本体

の高さ（厚み）が8セソチしかないので，ディス

プレイの位置をもう少し高くして，視線と画面が

垂直になるようにしたほうがよい。椅子の高さや

背もたれの角度などを調整して，作業姿勢に注意

することも大切である。

現在販売されている／くソコソや机・椅子は，人

間工学的な面での配慮が十分とはいいがたい。デ

ィスプレイももっと目の疲れないものが望まれる

し，椅子や机の色まで考慮すべきである。磯能的

な椅子や机の設計および演習室のレイアウトも考

える必要がある。本演習はさほどの作業量ではな

いから，作業環境が健康にそれほど影響するとは

患えないが，注意する意識をもたせることが大切

である。なお，学生の目の疲れや視力低下につい

ては，アソケートで適宜調査し，健康管理に配慮

している。

4　実際の演習を通して

学科発足後の1年半にわたる実際の演習を通し

て気のついたことを述べておく。最初学生は，一

太郎を使ったワープロ演習で，カナで入力された

ものがどんどん漢字に変換されていくことに驚喜

し，夢中になって使っているうちにキーボードの

操作にはすぐになれてしまった。少し多めと思え

るレポートも予想以上に速く仕上げる学生が多か

った。一太郎のような応用ソフトは，パソコソに

指令するメニューを画面から選択しながら使う。

つまりパソコソと会話しながら作業を進めてい

く。このとき，専門用語がたくさん出て来るの

で，これらの意味を理解する必要がある。また，

メニューは階層的な構造になっているから，この

しくみも把痕する必要がある。これらについては

おぼろげながら理解したようである。

一太郎の演習はなんとか全員がついてこれた

が，LOTUS1－2－3になるとレポートの振出に苦

しむ学生が増えてきた。計算式の表現やIFとい

う関数を使った条件式など論理的な愚考を必要と

するところで理解の困難な学生が多かった。半年

の演習で，LOTUS1－2－3を十分に使いこなせる

ようになったとはとても言い難いd　また，ファイ

ルや記憶の概念についての理解が不十分な学生も

多い。とにかく，演習1の終わりに行ったアソケ

ート調査では，ほとんどの学生が，非常にプラス

になった，パソコソにたいする抵抗がなくなった

と答えており，コソピューター・リテラシーとし

てはそれなりの成果があったと考えている。

演習2は半分経過したところであり，全体的な

評価を下す段階に至っていないが，NINJA　と

BASICの演習について触れておく。NINJAに

よる人名鏡データベース作成のような，学生数人

が協力して一つのシステムを構築する課題では，

システムの性質上データー形式の共通性匿とくに

注意を要する。このとき，学生間の徹底的な話合

いが必要とされるが，協調性と主体性がもうすこ

し望まれるところであった。BASICは，グラフ

ィックや統計処理を通して，OAソフトとはまっ

たく違うものであることを認識したようである。

OAソフトに比べて覚えることは格段に少ない

が，アルゴリズムを表現する技術が要求され，こ

れは簡単に会得できるものではないからである。
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5　あとがき

本論文で最も主張したいことは，パソコソ＝

BASICプログラミソグという図式から脱却した

情報処理教育をおこなうべきだということであ

る。このことは，文科系短大はもとより義務教育

や高等学校においてもあてはまると考えたい。も

ちろん，ソフトウェア危磯をにらんでソフト開発

要具の育成を志向した情報専門の学科において

は，プログラミソグ教育が必要不可欠である。し

かし，ソフトを使う側の大多数のひとにとって

ほ，／くソコソではどんなことができて，どんなこ

とに使えるかな認識することが当面の目標とな

る。同じ′くソコソ教育にしても，ソフトを作る側

の人間を養成するのと，本学科のようにそれを使

う側の人間を育てるのとでは，教育方針・内容に

相当な開きがある。ただし，情報専門学科の出身

者でなくても，ソフトウェア技術者になる場合も

多いので，本学科の学生からもプログラマーやシ

ステムエソジニアが生まれる可能性は十分あると

考えられる。実際，ソフトウェア会社に就職する

学生もいるようである。

情報携帯の進歩は急速であり，高校までの情報

教育行政も変革期をむかえている。今後も教育に

使うシステム，教育内容とも短期間に変わりう

る。そのた軌　システム更新の期間を比較的短い

3年にして，なるべく最新の教育ができるように

してもらっている。つぎのシステム更新までによ

りよい演習室の環境及び教育方法を考えてみた

い。少なくとも，パソコソの台数をもうすこし増

やさなければと考えている。
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